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市公式サイト

2015年（平成27年） 　11月8日日発行

2……第67回人権週間（12月4日～10日）関連行事
3～6……なばり市議会だより
8……「広報なばり」が自宅のポストに届きます！、12月の相談

1965年 8月 11日に「同和対策審議会答申」が出されたことを記念して制定されました。

毎月11日は「人権を確かめあう日」
2004年6月22日に、名張市が男女共同参画都市宣言をしたことにより制定しました。

毎月22日は「男女共同参画について考える日」

　

目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
。
そ
ん
な
と
き
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
す
ぐ
に
救
命

処
置
を
行
う
と
救
命
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

今
回
、
救
命
リ
レ
ー
が
功
を
奏
し
た
事
例
を

紹
介
し
ま
す
。

　

あ
る
土
曜
日
の
午
前
9
時
頃
、
40
歳
代

の
男
性
が
歩
行
中
突
然
倒
れ
、
近
く
で
洗

濯
物
を
干
し
て
い
た
女
性
が
発
見
し
ま
し

た
。
女
性
は
携
帯
電
話
で
１
１
９
番
通
報

し
、
隣
人
男
性
に
助
け
を
求
め
ま
し
た
。

隣
人
男
性
は
す
ぐ
に
倒
れ
た
男
性
に
駆
け

寄
る
と
、
男
性
の
意
識
が
無
く
、
呼
吸
も

止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
直
ち
に
胸き

ょ
う
こ
つ
あ
っ
ぱ
く

骨
圧
迫

を
開
始
し
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
続

け
た
そ
う
で
す
。
救
急
車
は
通
報
か
ら
5

分
で
到
着
。
救
急
隊
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
、
除
細

動
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
を
行
う
と
心
臓
は

動
き
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
救
急
車
内
で

呼
吸
も
回
復
し
、
病
院
で
の
治
療
の
結
果
、

意
識
も
回
復
し
ま
し
た
。
1
カ
月
後
に
は

社
会
復
帰
を
果
た
し
、
仕
事
を
続
け
て
い

る
と
家
族
か
ら
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
事
例
で
は
、
身
近
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
は
な
い
も
の
の
、
素
早
い
通
報

や
適
切
な
救
命
の
処
置
が
行
わ
れ

た
結
果
救
命
で
き
た
事
例
で
す
。

　
こ
の
救
命
処
置
を
行
っ
た
男
性

も
消
防
署
で
実
施
し
て
い
る
救
命

講
習
を
受
講
し
て
い
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
大
切
な
命
を

救
う
た
め
に
救
命
講
習
の
受
講
を

お
願
い
し
ま
す
。

名張消防署
救急救命士　澤田 陽

ようすけ

介

救
え
る
救
え
る
命命
をを

　
　
救
う
た
め
に

① 火災の場合
　「どこで」「何が燃えているか」を問いかけに従
って答えてください。また「逃げ遅れ、けが人
の有無」なども具体的に答えてください。
② 救急の場合
　「どこで」「誰が」「どうしたか」を問いか
けに従って答えてください。また、容体によ
り、折り返しの電話で応急手当の協力をお願

いすることがあります。
③ 携帯電話から通報する場合
　局番なしの119番です。車の運転中の場合は、
安全な場所に停車して通報してください。場所が
分からない場合は、「○○の前です」など近くの
目標物を言ってください。電波状況により近隣の
消防本部につながる場合がありますが、管轄の消
防本部に電話を転送するなどの対応をします。

通報は慌てず落ち着いて答えてください！

 名張消防署（通信指令室）（通信指令室）　 63‐0999

まず、火事か救急かをお聞きします。
119番通報のポイント！

通
報
か
ら
救
命
が
ス
タ
ー
ト

通
報
か
ら
救
命
が
ス
タ
ー
ト

素早い通報や適切な救命処置が命を救うー本
日
11
月
8
日
日
は
、
市
総
合
防
災
訓
練
で
す
。
午
前
　
時
ご
ろ
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
な
ど
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

 

名
張
消
防
署　
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‐
０
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11 月 9日は

119番の日
特集

　

急
病
や
不
慮
の
事
故
に
遭
遇
し
た
と
き
、
１
１
９
番
通
報

　

急
病
や
不
慮
の
事
故
に
遭
遇
し
た
と
き
、
１
１
９
番
通
報

す
る
と
現
場
に
駆
け
付
け
、
冷
静
に
応
急
処
置
を
行
っ
て
く

す
る
と
現
場
に
駆
け
付
け
、
冷
静
に
応
急
処
置
を
行
っ
て
く

れ
る
の
が
救
急
隊
員
で
す
。
し
か
し
、
救
急
車
が
到
着
す
る

れ
る
の
が
救
急
隊
員
で
す
。
し
か
し
、
救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
の
間
、
私
た
ち
は
、
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
で
の
間
、
私
た
ち
は
、
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
号
で
は
、
救
急
の
現
場
で
活
動
し
て
い
る
名
張
消
防
署 

澤
田
救
急
救
命
士
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　市では公共機関の他に「なばりまちのＡＥＤ
ステーション設置事業」により、今年の 7月から市内の
24時間営業のコンビニエンスストア全店にＡＥＤを設置。
救急車が来るまでの間に応急手当のためＡＥＤを借用す
ることが可能となっています。

AEDって市内のどこにあるの？
その場にいる人たちが、心停止を起こした人を救うAED。

心肺蘇生法やAEDの取扱いなどを講習する救命講習会
救命講習会の開催日程など詳しくは、 名張消防署（  63‐0999）
までお問い合わせください。

－　号 No.
毎月第2・4日曜日発行
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日時　12 月 18日金 午前 10時～正午
場所　名張公民館（上八町）
内容　地元食材を使ったお正月料理
講師　森本 惠利子さん（栄養士）
定員　20人　※先着順
参加費　800 円（材料費含む）
申込　12月10日木までに、電話で問い合わせ先へ

 消費生活協議会事務局　（総合窓口センタ
ー内）　  63‐7416

地産地消「家庭でできるお正月
料理講習会」受講者募集

日時　12月6日日 午後１時30分開始
場所　アドバンスコープADSホール（松崎町）
内容　▼人権作品の表彰と朗読発表
　▼高石ともやトーク＆コンサート
 「陽気にゆこう～Keep on the sunny side～」
◎手話通訳、要約筆記、磁気誘導ループ対応
◎託児あり。定員20人。申込は12月2日水ま
でに、電話で名張市人権センター（  63‐
0018）へ

■ふれ愛コンサート 入場無料。申込不要

■人権週間特設人権相談所を開設します人権週間特設人権相談所を開設します
　近所のもめごと、家庭内の問題、いじめや
体罰、職場でのセクハラなど人権侵害に関す
る相談に、法務大臣の委嘱を受けた人権擁護
委員が応じます。相談は無料で秘密は固く守
られます。※申込不要
日時　12 月 8日火 午前 10時～午後 3時
場所　市民情報交流センター（希央台 5）

日時　12 月 4日金～ 10日木
　　　午前 8時 30分～午後 5時 15分
場所　市役所 1階ロビー

　市内各大型店舗と名張駅、桔梗が丘駅周辺
で啓発物品を配布
日時　12 月 4日金 午後４時 30分～　

　 　 高石 ともや さん 　プロフィール
　  　1941 年北海道生まれ。1960 年代後半

の日本のフォークソングの創成期以来、
現在に至るまで歌い
続ける。また、マラ
ソンランナーとして
も活躍中の 73歳。

　　　喜びもある、涙も
ある長い人生ならば
さあ、陽気に行こう！

みんなの人権が豊かに尊重される社会を目指して
第67回人権週間（12月4日～10日）関連行事

■人権週間街頭啓発人権週間街頭啓発
■人権作品展  人権作品展  
　市内の小・中学生、高校・高専生、一般の
人権標語・ポスター、写真を展示

 人権・男女共同参画推進室　  63‐7909

11 月 21日土～27日金は
「子どもの権利週間」

一人で悩まないで。『子ども相談室』に話してみて。

日時　11 月 26日木 午後 1時 30分～
場所　市民活動支援センター（希央台 5／
N
な ば り え

avarie2 階）
内容　▼講演「緩和ケアの重要性と麻薬の初
歩的な使い方」　講師　家田 秀明さん（名古
屋掖済会病院緩和医療科部長）

　▼「癒しのハーモニカ」演奏者　後藤 誠司さん
定員　80人
申込　前日までに、電話または電子メール
（kitto-12@e-net.or.jp）で、氏名、電話番
号を問い合わせ先へお伝えください。

 がん・難病相談室相談員（広野）
　  63‐7674

「第 6回名張で学ぶがん医療」
参加者募集　　　　◎参加無料

日時　11 月 26日木 午後 2時 30分～ 4時
場所　防災センター（鴻之台 1）
内容　ライフステージにあった消費生活関連
の研修（3部制。いずれも受講可）。

▼午後 2時 40分～「乳幼児期の事故防止」
▼午後3時10分～「高齢者・障害者の消費者被害」
▼午後 3時 40分～「学童・青年期の情報社会
のルールやモラルについて」

◎申込不要。参加無料。受講後、サポーター
バッジをお渡しします。

 総合窓口センター（情報相談コーナー）
　  63‐7416

「名張市くらしあんしんサポーター
育成研修」参加者募集

　市では、18歳以下の子どものことについて、
何でも相談に応じる「子ども相談室」を設置
しています。平成 26年度の相談件数は延べ
367 件で、子どもからは学校での人間関係や
進路について、また保護者からは親子関係に
ついての相談が多くなっています。保護者か
ら相談を受けた場合は、了解を受けた上で子
どもからも話を聴いています。

◎面談のほかに電話での相談を受けています。

子どもからの相談電話が通話無料でつながる

一人で悩まないでご相談ください。

 子ども家庭室　  63‐7594

日時　11月29日日 午後1時～4時
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
内容　▼寸劇「在宅ケアチーム～こんなことで
きるんです！」　▼講演「みんなですすめる在
宅ケア」　講師　大淵 信幸さん（名賀医師会）

　▼ベッド、車いすなどの介護
　　機器の展示・体験
　▼医療介護福祉相談
　▼在宅ケアに関する展示など

 地域包括支援センター　
 63‐7833

「第1回医療介護福祉フェスタ」
を開催　　  ◎申込不要。参加無料

田舎の味おばあちゃん講座
自家製こんにゃく作り受講者募集

日時　12月9日水～10日木
　　 【午前の部】午前9時～
    　【午後の部】午後1時30分～
場所　農業研修センター（蔵持町芝出）
対象　市内在住の人
定員　各日各部16人
  ※申込多数の場合は抽選
参加費　750円（材料費含む）
申込　11月9日月から16日月（消印有効）まで
に、往復はがきに「こんにゃく作り希望」、
参加希望日（午前・午後の別）、住所、氏
名、年齢、電話番号を書いて農業研修センタ
ー（〒518‐0751 蔵持町芝出6）へ

　※1人1枚で（連名不可）

 “なばり農業”担い手育成会　  63‐7129

■ 

百
合
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
は
改
修
工
事
の
た
め
、
11
月
9
日
月
か
ら
平
成
28
年
3
月
31
日
木
ま
で
、
避
難
所
と
し
て
使
用
で
き
ま
せ
ん
。　

 

危
機
管
理
室　
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「認知症の人と家族の会」つどい・交流会の開催　  日時　11月24日火 午後1時30分～4時　　場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）　対象　認知症の人とその家族
　参加費　200円　※認知症の人は無料。家族の会会員は100円。申込不要。ただし、認知症の人が参加する場合は要連絡。　　  地域包括支援センター　  63‐7833

日時　12月13日日 午前10時～11時30分
場所　市役所1階大会議室
内容　▼里親さんへのインタビュー　▼里親
支援専門相談員の役割及び里親制度の説明

対象　里親に関心のある人
※託児あり（12月 1日火までに、電話で問い
合わせ先へ）

 子ども家庭室　  63‐7594

里親入門講座を開催
　　　　　　  ◎申込不要。参加無料

お正月に備えて
親子でしめ縄づくり

日時　12月5日土 午前10時～正午
場所　名張公民館（上八町）
参加費　100円（材料費含む）
定員　15組の親子　※先着順　
持ち物　工作用はさみ
申込　11月27日金までに、電話で問い合わせ先へ

 名張地区まちづくり推進協議会（名張公民
館内）  64‐2605

＜特別展示＞
日時　12月 12日土～ 24日木
　　　午前 9時～午後 5時
場所　旧細川邸 やなせ宿（新町）
　　　※やなせ宿休館の月曜日は除く

相談電話 63‐3118

0800‐200‐3218
ばりっ子ほっとライン
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新体制がスタート新体制がスタート

【就任あいさつ】
　　　このたび、10 月 7 日に行われた名張市議会役員
改選におきまして、議員の皆様のご信任をいただき、
第 65 代名張市議会議長を務めさせていただくこと

となりました。名張市議会史上最年少、三重県下においても一番若い市議会議長
となりますが、市政伸展のため精一杯務めさせていただく決意です。
　現在の名張市を取り巻く環境は一層厳しさを増し、度重なる財政再建策を講じ
るも、いまだ予断を許さない状況であり、私ども議会の果たす役割と責任はこれ
まで以上に重要になっているところです。
　名張市議会は議決機関、行政監視機関としての議会本来の役割を果たしつつ、
引き続き、更なる議会改革、議員の資質向上にも取り組み、身近で開かれた議会
の実現に努めてまいります。
　子どもたちの夢と希望が実現でき、誰もが健康で活き活きと暮らせる、魅力あ
るまち名張市創造のため、市民の皆さんと手を携えながら活動を続けてまいる所
存ですので、今後とも倍旧のご指導を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

　＜議長選挙＞　    森脇 和德 議員…15票 ( 当選 )　
　＜副議長選挙＞ 　富田 真由美 議員…指名推選により選出  （候補者 1人）

第 65代 名張市議会議長第 65代 名張市議会議長

森森
も り わ きも り わ き

脇脇  和和
か ず の りか ず の り

德德

【委員長】福田 博行　【副委員長】富田 真由美
山下 登、田北 利治、幸松 孝太郎

【委員長】豊岡 千代子　【副委員長】阪本 忠幸
足立 淑絵、森岡 秀之、浦﨑 陽介、三原 淳子、永岡 禎

【委員長】福田 博行　【副委員長】永岡 禎
𠮷田 正己、細矢 一宏、三原 淳子、川合 滋

【委員長】幸松 孝太郎　【副委員長】𠮷田 正己
山下 登、富田 真由美、吉住 美智子、福田 博行

【委員長】常俊 朋子　【副委員長】細矢 一宏
田北 利治、柏 元三、森脇 和德、川合 滋、柳生 大輔

平成 27年 10月 7日に市議会の正副議長選挙を行い、議長に森脇
和德議員、副議長には富田真由美議員が選出されました。　選挙結果

 新体制をご紹介します

 議会広報特別委員会

 監査委員

森脇 和德
富田 真由美
森岡 秀之

 産業建設委員会

 教育民生委員会

 総務企画委員会

 議会運営委員会

 監査委員
 副議長

 議　長

(上段左から)　   足立 淑絵、山下 登、柏 元三、豊岡 千代子、𠮷田 正己、細矢 一宏、浦﨑 陽介、幸松 孝太郎、常俊 朋子、田北 利治、阪本 忠幸
(下段左から)　　三原 淳子、永岡 禎、福田 博行、森岡 秀之（監査委員）、森脇 和德（議長）、富田 真由美（副議長）、柳生 大輔、川合 滋、吉住 美智子

編集／議会広報特別委員会　発行／名張市議会 ● 三重県名張市鴻之台1‐1   63‐7834～5   64‐8870 gikai@city.nabari.mie.jp

なばり市議会だより
平成27年11月
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● 

産
業
・
財
政

も
の
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
3
月
議
会
と
6
月
議

会
で
の
議
論
も
あ
り
、
現
在
執

行
部
に
お
い
て
制
定
に
向
け
検

討
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
進
捗
状
況
を
聞
く
。
本
条

例
は
議
員
提
案
で
と
の
意
見
も

あ
る
。 も

の
づ
く
り
条
例

Q12
月
議
会
で
の
提
案
に
向
け
、

現
在
策
定
中
。
市
民
を
代
表
す

る
議
員
の
総
意
に
よ
り
制
定
さ

れ
る
と
な
れ
ば
、
検
討
資
料
の

提
供
な
ど
で
協
力
を
惜
し
ま
な

い
。
施
行
後
は
議
会
と
協
働
し

た
い
。

合
併
し
た
自
治
体
が
財
政
上
の

優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る
合
併

特
例
債
の
発
行
期
限
が
5
年
間

延
長
さ
れ
た
。
市
で
は
来
年
4

月
1
日
か
ら
、
固
定
資
産
税
の

税
率
変
更
に
よ
る
「
都
市
振
興

税
」
の
導
入
を
今
議
会
に
提
案

し
て
き
た
。
来
年
度
か
ら
予
算

編
成
が
で
き
な
い
と
唐
突
に
言

わ
れ
困
惑
し
て
い
る
。
諸
般
の

状
況
を
考
え
れ
ば
財
源
不
足
に

な
る
こ
と
は
十
分
予
測
で
き
た

の
で
は
な
い
か
。
昨
年
4
月
の

市
長
選
挙
の
争
点
に
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
の
か
。

選
挙
の
際
は
、
合
併
自
治
体
へ

の
国
の
優
遇
措
置
の
延
長
の
話

は
全
く
な
か
っ
た
。
限
ら
れ
た

国
の
財
源
が
合
併
団
体
に
優
先

的
に
配
分
さ
れ
る
。
現
行
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
、
名
張

躍
進
の
た
め
に
は
抜
本
的
な
財

源
確
保
が
必
要
。

福
田 

博
行 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

柳
生 

大
輔 

議
員

心
風
会 都

市
振
興
税
導
入

Q
財
源
不
足
は
想
定
外

A

協
力
を
惜
し
ま
な
い

A

平
成
27
年
９
月
定
例
会

平
成
26
年
度
決
算
を
含
む
34
議
案
を
可
決

　

9
月
定
例
会
（
第
３
６
７
回
）
は
、

9
月
4
日
開
会
、
10
月
7
日
閉
会
の

34
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
制
定

2
件
、
条
例
改
正
5
件
、
一
般
議
案

3
件
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
の
補
正
予
算
4
件
、
平
成
26

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
の
決
算
10
件
、
諮
問
5
件
、
人

事
案
件
3
件
、
議
員
報
酬
に
関
す
る

条
例
制
定
、
意
見
書
提
出
な
ど
の
議
員

提
出
議
案
8
件
で
、
こ
れ
ら
の
議
案
は

本
会
議
・
特
別
委
員
会
・
常
任
委
員
会

で
審
議
し
、
計
40
議
案
の
う
ち
、
可
決
・

認
定
等
が
34
議
案
、
否
決
が
1
議
案
、

諮
問
5
件
は
棄
却
す
べ
き
と
な
り
ま
し

た
。
3
日
間
の
一
般
質
問
で
は
、
9
議

員
が
登
壇
し
市
政
全
般
に
わ
た
る
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　 補 正予算は、
一般会計で 6 億
7,040 万 円 の 増
額補正を行い、増
額 後 の 平 成 27

年度一般会計予算総額は、278
億 4,730万円となりました。ま
た、国民健康保険特別会計では、
6,349万円の増額、介護保険特別
会計では、2,425万円の増額、後
期高齢者医療特別会計では、317
万円の増額となりました。

　一般会計の決算額は、歳入総額 274億 6,001 万
円、歳出総額 270 億 4,441 万円で、繰越事業に
係る一般財源 2,079 万円を除いた実質収支は 3億
9,481 万円の黒字となり、例年並みの剰余金が生じ
ましたが、東山墓園管理基金から 1億円、水道事

業会計から 5億円、合わせて 6億円の借入を行っていることから、
実質的には 2億 519万円の赤字となりました。
　各特別会計の決算額では、７つの特別会計の総計で、歳入総額
192 億 924 万円、歳出総額 188 億 8,977 万円となり、各特別会
計ごとの実質収支は全て黒字となりました。

決算

来年 4月からの都市振興税導入を可決
　来年 4月から固定資産税 1.4％の税率を 0.3％上乗せする「都市
振興税」導入などのための「市税条例の一部改正」案が提出され審
議を行いました。
　市議会では市当局から都市振興税導入の提案を受け、6月定例会
において「独自課税調査特別委員会」を設置し、各団体からの意見
聴取など、6回にわたる調査活動を行いました。9月 18 日の総務
企画委員会では、市が将来の安定的な財政運営のための行財政改革
を推進していくことや市民への説明責任を果たすことを前提に、都
市振興税導入について委員全員が賛成し可決しました。最終日の本
会議では、委員会報告の後、修正案も提出されましたが、採決の結果、
賛成多数で原案どおり可決しました。

来年 4月からの議員報酬 5％削減、政務
活動費 1万円減額を可決
　9月 4日の開会日に、厳しい財政状況に鑑み、歳出の削減を図る
ため、平成 28 年 4月から平成 30 年 8月分までの議員報酬の 5％
減額と政務活動費を月額 4万円から 3万円に減額する削減案を提出
し、採決の結果、賛成多数で可決しました。

補正予算
平成27年度

平成26年度

名張の地酒名張の地酒

AQ＆ 8 議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）。
掲載内容は議員から提出された原文を尊重して、編集しています。 一般質問

火縄作り火縄作り伊賀米・ぶどう伊賀米・ぶどう
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来年夏の参議院選挙から
18歳以上に選挙権

● 

医
療
・
そ
の
他

不
妊
治
療
に
は
、
特
定
不
妊
治

療
と
一
般
不
妊
治
療
が
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
が
保
険
適
用
と
な
ら

な
い
た
め
、
治
療
費
が
高
額
と

な
っ
て
い
る
。
特
定
不
妊
治
療

（
体
外
受
精
・
顕
微
受
精
な
ど
）

に
は
費
用
の
一
部
が
助
成
さ
れ

て
い
る
が
、
一
般
不
妊
治
療
に

は
助
成
が
な
い
。
1
回
の
治
療

費
は
１
万
円
か
ら
3
万
円
で
複

数
回
の
治
療
と
な
り
や
す
く
、

不
妊
に
悩
む
夫
婦
に
、
経
済
的

負
担
が
大
き
い
。
助
成
を
す
る

べ
き
だ
。

今
回
、
都
市
振
興
税
を
導
入
す
る

に
あ
た
り
、
新
た
な
財
政
改
革
が

必
要
だ
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
資

産
や
負
債
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
情
報

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
事
業

別
・
施
設
別
の
コ
ス
ト
情
報
が
市

民
に
把
握
で
き
る
新
し
い
基
準
の

公
会
計
制
度
（
※
3
）
の
導
入
を

提
案
し
た
い
。

人
工
授
精
に
よ
る
一
般
不
妊
治

療
を
受
け
た
夫
婦
に
、
年
間
最

大
2
万
円
の
助
成
を
10
月
か
ら

開
始
す
る
。
少
子
化
対
策
、
子

育
て
支
援
の
一
助
に
な
れ
ば
と

思
う
。

提
案
さ
れ
た
新
公
会
計
制
度
は
、

各
事
業
の
予
算
編
成
の
活
用
や

施
設
の
統
廃
合
の
資
料
な
ど
将

来
コ
ス
ト
を
明
確
に
で
き
る
な

ど
メ
リ
ッ
ト
も
多
く
、
他
市
の

使
用
状
況
も
確
認
し
な
が
ら
、

28
年
度
決
算
の
財
務
書
類
か
ら

導
入
し
て
い
き
た
い
。

名
張
市
は
非
核
平
和
都
市
宣
言

市
で
あ
る
が
、
市
役
所
市
民
広

場
を
平
和
集
会
な
ど
に
利
用
す

る
こ
と
は
可
能
か
。

市
役
所
市
民
広
場
は
「
市
役
所

市
民
広
場
・
市
民
ホ
ー
ル
・
会

議
室
等
の
使
用
許
可
基
準
」
に

基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
幅

広
く
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

毎
年
、
市
民
団
体
の
非
核
平
和

大
行
進
に
お
い
て
も
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
政
治
的
な
意

味
合
い
が
強
い
行
事
は
、
許
可

基
準
に
よ
り
使
用
を
許
可
し
て

い
な
い
。

山
下 

登 

議
員

春
風
会

富
田 

真
由
美 

議
員

公
明
党

幸
松 

孝
太
郎 

議
員

心
風
会

市
庁
舎
前
広
場
の
利
用

Q

一
般
不
妊
治
療
に
助
成

Q

新
公
会
計
制
度
の
導
入

Q

許
可
基
準
内
で
可
能

A

10
月
か
ら
開
始

A

平
成
28
年
度
決
算
よ
り

A

7
次
産
業（
※
1
）
で
地
場
産
業

の
発
展
、
そ
し
て
雇
用
促
進
の

た
め
に
「
い
が
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
（
※
2
）」
へ
の
支
援

を
求
む
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
い
が
ぐ

り
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
も
目
指
し

て
お
り
、
こ
の
7
次
産
業
は
、

雇
用
や
経
済
性
を
高
め
地
域
を

活
性
化
さ
せ
る
も
の
と
考
え
る
。

国
や
県
と
連
携
し
な
が
ら
必
要

な
支
援
を
行
う
。

田
北 
利
治 
議
員

日
本
共
産
党

7
次
産
業
へ
の
支
援
を

Q
国
県
と
連
携
し
て
支
援

A

● 

教
育

来
年
夏
の
参
議
院
選
挙
か
ら
18

歳
以
上
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ

る
が
、
若
年
層
に
対
す
る
投
票

率
向
上
策
と
、
特
に
有
権
者
と

非
有
権
者
が
混
在
す
る
高
校
生

に
対
す
る
主
権
者
教
育
の
施
策

を
問
う
。

18
歳
以
上
に
選
挙
権

Q県
教
育
委
員
会
と
も
連
携
し
、

高
校
生
向
け
に
政
治
的
教
育
の

た
め
に
副
教
材
を
用
い
た
教
育

を
実
施
す
る
。
ま
た
大
型
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
路
線
バ

ス
・
市
広
報
車
等
を
活
用
し
、

投
票
率
向
上
に
努
め
る
。

ス
マ
ホ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）

な
ど
の
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
※

4
）」
の
普
及
度
が
高
ま
る
の
と

比
例
し
て
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
い
じ
め
」

が
増
え
て
い
る
。
当
市
も
例
外

で
は
な
く
、「
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
勘

違
い
」「
既
読
ス
ル
ー
」「
未
読
」

な
ど
に
悩
む
子
ど
も
た
ち
が
い

る
。
早
急
に
教
育
委
員
会
主
導

の
も
と
、
市
内
小
中
学
校
一
斉

に
実
施
で
き
る
、
活
用
の
ル
ー

ル
づ
く
り
が
必
要
だ
。

ス
マ
ホ
な
ど
へ
の
不
安
の
声
も

届
い
て
お
り
、
懸
念
を
感
じ
て

い
る
。
当
市
で
の
活
用
状
況
は
、

メ
ー
ル
や
ゲ
ー
ム
の
利
用
率
が

高
い
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
正

し
い
使
い
方
を
示
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
や
情
報
モ
ラ
ル

教
育
の
指
導
を
し
て
い
る
。
今

後
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
な
ど
と
も

連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
の
声
も

重
視
し
、
十
分
検
討
し
て
い
く
。

阪
本 

忠
幸 

議
員

公
明
党

豊
岡
千
代
子 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

ス
マ
ホ
活
用
ル
ー
ル

Q
関
係
団
体
と
連
携
協
議

A

投
票
率
向
上
に
努
め
る

A

挙から

● 

産
業
・
財
政

（
※
3
）
新
し
い
公
会
計
制
度
…
地
方

公
共
団
体
の
財
政
の
透
明
性
を
高

め
る
た
め
の
全
国
統
一
の
基
準
に

よ
る
会
計
の
仕
組
み
。
複
式
簿
記

な
ど
を
導
入
し
、
資
産
や
負
債
な

ど
の
ス
ト
ッ
ク
や
減
価
償
却
費
な

ど
の
コ
ス
ト
情
報
の
把
握
、
事
業

評
価
な
ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

市役所前の市民広場

（
※
1
）
7
次
産
業
…
生
産
、加
工
、

流
通
ま
で
を
掛
け
合
わ
せ
て
考

え
る
6
次
産
業
。
そ
れ
に
プ
ラ

ス
し
て
何
ら
か
の
価
値
を
付
け

る
こ
と
。

（
※
2
）
い
が
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
…
伊
賀
地
域
の
農
商
工
業

と
福
祉
、
学
術
、
環
境
保
護
の

6
分
野
の
団
体
で
発
足
し
、
く

り
製
品
の
生
産
、
加
工
、
販
売

を
通
じ
て
若
年
無

業
者
（
ニ
ー
ト
）

や
障
害
者
の
就
労

支
援
に
取
り
組
む
。

（
※
4
）
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
…
無

料
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換
や
音
声
通

話
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。
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▼空家等対策の推進に関する条例の制定▼国津財産区管理会条例の制定▼市長及び副市長の給料並びに旅費等に関する条例の一部改正
▼教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部改正▼財産の取得▼名張市と三重県との間における国津財産区議会の議
員の公務災害補償等に関する事務の委託廃止▼市道路線の認定▼平成27年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号）▼平成27年度
介護保険特別会計補正予算（第1号）▼平成27年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）▼平成26年度住宅新築資金等貸付事業
特別会計歳入歳出決算▼平成26年度東山墓園造成事業特別会計歳入歳出決算▼平成26年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算▼
平成26年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算▼平成26年度病院事業会計決算▼平成26年度水道事業会計決算▼人権擁護委員の推
薦▼国津財産区管理委員の選任▼（議員提出議案）義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実を求める意見書の提出▼（議員提出議
案）教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める意見書の提出▼（議員提出議案）子どもの貧困対策の推進と就学・修学
支援に関わる制度の拡充を求める意見書の提出▼（議員提出議案）防災対策の充実を求める意見書の提出▼監査委員の選任

▼義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実を求める請願・・・・・・・・・・・・・・・・・・採択
▼教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める請願・・・・・・・・・・・・・・・・採択
▼子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援に関わる制度の拡充を求める請願・・・・・・・・・・採択
▼防災対策の充実を求める請願・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・採択

①…（議員提出議案8号）市議会議員の議員報酬の特例に関する条例の制定
②…（議員提出議案9号）市議会議員の議員報酬の特例に関する条例の制定
③…（議員提出議案）市議会政務活動費の特例に関する条例の制定
④…▼個人情報保護条例の一部改正▼手数料徴収条例の一部改正▼平成27年度一般会計補正予算（第2号）▼平成26年度一般
会計歳入歳出決算▼平成26年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算▼平成26年度介護保険特別会計歳入歳出決算▼平成26
年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

⑤…市税条例の一部改正
⑥…市税条例の一部改正（修正案）
⑦…地方自治法第229条第4項の規定に基づく異議申立てに関する諮問（5件）
⑧…（議員提出議案）市議会会議規則の一部改正

表決が
分かれた
議案

豊
岡

※議長は採決に加わりません。　○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員。　⑦は棄却の可否についての表決
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脇
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生
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松

会派 無会派 心風会日本共産党 公明党 清風クラブ

×× ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯×

議
員
名

春風会
𠮷
田

×① ◯×

×◯ ×◯
②

×◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×◯
③

◯◯

◯

××

×× ×××
④
⑤
⑥

××××

×

◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯

◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯

◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯

◯

◯ ◯

◯

◯

◯ ◯◯◯ ◯

◯ ◯◯◯ ◯

◯ ◯◯◯ ◯⑦
× ×◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯◯◯ ◯⑧

◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ×× ×× ×× ×× ×× ×××

× ◯ × ◯ × ◯ ◯ ×× ×× ×× ×× ×× ××

第 367回定例会　審議結果

月　日 時　間 場　　所
薦原公民館
比奈知公民館
箕曲公民館
桔梗が丘公民館
すずらん台市民センター
梅が丘市民センター

11月16日月
11月17日火
11月20日金
11月21日土
11月22日日
11月23日月

午後7:00～
午後7:00～
午後7:00～
午後1:30～
午後7:00～
午後1:30～

11月28日土

11月29日日
12月 5 日土
12月12日土

12月13日日

午前10:00～
午後7:30～
午後7:30～
午前9:00～
午後7:00～
午後1:30～
午後7:30～

つつじが丘公民館
赤目公民館
美旗市民センター
くにつふるさと館
蔵持公民館
名張公民館
錦生公民館

12月  3日木
8日火
9日水
10日木
11日金

開会
一般質問
一般質問
一般質問
補正予算

14日月
15日火
16日水
21日月

総務企画委員会
教育民生委員会
産業建設委員会
採決

開会時間は午前10時からです。ぜひ、傍聴にお越しください。

議会の日程　  ※予定を変更する場合があります。12月12月12月

ご意見・ご要望をお待ちしています
　議会広報特別委員会（議会事務局 63‐7834）

市議会の旬な情報が満載～フェイスブック発信～          
　名張市議会のフェイスブックページでは、議会改革、開かれた議会
に向けて、名張市議会に関する情報を随時掲載しています。
フェイスブックアドレス  https://www.facebook.com/nabarishigikai

もっと身近
に

　各定例会の開会から閉会まで、本会
議の全日程がＣＡＴＶ（アドバンスコ
ープ 203ch）で生中継されています。
　また、生中継を見れなかった人も、
インターネットで録画配信をご覧いた
だけます（おおむね 1週間後の配信）。

「議会録画中継」 パソコンでも！スマホでも！

　議会録画中継をご覧いただくには、名張市議会ホームページ（市ホーム
ページから名張市議会をクリック）の左上バナーをクリックしてください。

もっと近く
に、 名張市議会 議会議会報告会報告会の日程の日程 

◎11月 3日火に百合が丘市民センター、11月 7日土に防災センターで開催しました。

議会議会
録画中継中中中中中中中中中中中中中中中中継継継継継継継継継継継中中中中中中中中中中継継継継継継継継継継

9月議会の審議内容などを報告
します。

全会一致
で可決

請願



7　2015年（平成 27年）11月 8日日

10‐1号掲載「備えて、実践！市民が主役の総合防災訓練 11.8」について　▼大災害は忘れたころにやってくると思いますので日頃の災害に対する心が
まえと備蓄物資点検が大切だと思いました。　▼いつどこで起こるか わからない自然災害。最近特に感じます。情報を正確に、迅速に発信してほしいです。読者の声

広報メールサポーターから…

ADSホール催し
 アドバンスコープADSホール 

   64‐3478

リバーナホール
 福祉まちづくりセンター 

   62‐7388

HOS名張アリーナ
 HOS名張アリーナ（総合体育館）

　  63‐5339

■ 第7回油絵を親しむ仲間
日時　12月4日金～6日日 
　午前10時～午後5時(最終日は午後4時まで）
主催　油絵を親しむ仲間

■ 12月の一般公開日
▼レクリエーションスポーツ
日時　12月11日金 午前9時～正午、午後1時～5時
▼卓球・バドミントン
日時　12月9日水 午前9時～正午、午後1時～5時
▼ソフトバレー・バドミントン
日時　12月22日火  午後6時～9時
料金　▼高校生以上100円　▼中学生以下50円

◎混み合う場合は、管理者で時間設定をする
場合があります。

■ 第67回人権週間記念行事
　ふれ愛コンサート　
日時　12月6日日 午後1時30分～4時
◎入場無料
  人権・男女共同参画推進室

　  63‐7909

■ 第20回ピアノ発表会　　◎入場無料
日時　12月13日日 午後1時～4時30分
 五島 純

す み こ

子   66‐5779

■ 伊賀シンフォニックアカデミー吹奏楽団
　第49回定期演奏会
日時　12月19日土 午後7時～9時
入場料　一般1,000円、高校生以下500円
 深見   68‐0301

■ 第25回記念市民コンサート第九
日時　12月20日日 午後2時～4時30分
入場料　一般 前売1,000円（当日1,200円）
　高校生以下は無料
 中野   090‐5612‐4989

■ Stage Concert Vol.25
　～クリスマスに寄せて～
　エシレ（神山知香・澤実香・狩野幸子）
日時　12月23日▢祝  午後2時～3時
入場料　800円
 アドバンスコープADSホール　  64‐3478

11月後半～12月
各施設の催し物や教室などをご紹介。
申込や問い合わせは各施設にまで。

施設ご利用ガイド 国津の杜
もり

の行事
はぐくみ工房あららぎ

   62‐6920

■ 陶芸教室　　白磁の土で盛り皿を作りましょう。
日時　12月10日木 午前9時30分～正午
参加費　2,800円（材料費含む）　定員　12人
講師　角

かくたに

谷 英
えいめい

明さん
持ち物　エプロン、タオル

■ ストレッチ体操教室　　辻 明子さんのストレッチ
体操で血行を良くし、日々の疲れを癒しましょう。

日時　12月11日金 午前10時～11時30分
参加費　300円　　定員　16人
講師　辻 明子さん
持ち物　敷マット、タオル

■ 健康体操教室　　万代 くみ子さんの健康体操
で心身を癒し、身体を引き締めましょう。

日時　12月15日火 午前10時～11時30分
参加費　300円　　定員　16人
講師　万代 くみ子さん
持ち物　屋内用靴、タオル

■ 韓国料理教室　　李さんお勧めの韓国料理を
作りましょう。

日時　12月16日水 午前10時～正午
講師　李

イ

 辰
チンスク

淑さん
参加費　1,200円（材料費含む）　定員　12人
持ち物　エプロン、三角巾、タオル

◇　　◇　　◇　　◇
申込　各教室の開催日１週間前までに電話で
　問い合わせ先へ。各講座とも参加が少ない
   場合は中止。先着順

やなせ宿の催し
 やなせ宿   62‐7760

■ 中蔵にて「女性に対する暴力をなくす運動」
パネル展

日時　11月25日水～12月11日金
　　　 午前9時～午後5時
■ 中蔵にて「人権週間啓発」展
日時　12月11日金～12月25日金
　　　 午前9時～午後5時
■ 初瀬街道やなせ手づくり市
日時　11月28日土 午前10時～午後4時
内容　ハンドメイド作品の販売

「日本銀行経済講演会」
 参加者募集　　　  ◎参加無料

日時　11月27日金 午後2時～3時30分 
場所　産業振興センターアスピア（南町）
演題　「内外の金融経済情勢と関西経済の動向」
講師　宮下 俊

としろう

郎さん（日本銀行大阪支店副支
店長）　　定員　150人　

申込　11月 24日火までに、はがき、ファクス、
電子メールで、住所、氏名、電話番号を記
入し、名張商工会議所（〒 518‐0729 南町
822‐2）へ

 名張商工会議所　 63‐0080 
　 64‐3211　  ncci@nabari.or.jp

　公立幼稚園・小中学校の子どもたちが一生
懸命取り組んだ作品約 1,000 点を展示します。
日時　11 月 27日金～ 30日月
　午前9時～午後4時30分（最終日は正午まで）
場所　梅が丘小学校体育館
内容　図画、工芸・工作、書写

 教育センター　  64‐8801

「名張市立学校・園美術展覧会」
を開催　　　　　　 ◎入場無料

日時　11月14日土 午前8時45分～午後4時10分
場所　教育センター（百合が丘西5）
【講演会】演題「小中一貫教育の意義と可能性」
講師　西川 信廣さん（京都産業大学教授）

※手話通訳、要約筆記、磁気ループあり
【その他】▼本の帯コンクール・中学生のメ
ッセージの表彰　▼子ども教育ビジョン進
捗状況報告　▼教育実践発表（桔梗が丘東
小、箕曲小、北中学校校区） ▼伝えよう人
とのつながりメッセージの表彰　▼北中学
校ウインドアンサンブル部による演奏

 教育総務室　  63‐7849

教育フォーラム in なばり 2015
　　　　　　  ◎参加無料。申込不要

　 体験コーナー　
　▼モバイルプラネタリウム
　▼カプラ教室　▼フリーピンポン
　▼シェルキャンドルづくり　▼パソコン
を活用したチラシづくり　▼骨密度測定

「
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第45回名張市社会福祉大会
福祉功労者の顕彰と記念行事

日時　11月 15日日 午後1時～4時
場所　アドバンスコープADSホール（松崎町）
【講演会】演題「名張市の福祉と未来について
考えよう！～住民参加による地域包括ケア
システムに向けて～」

　講師　白澤 政和さん（桜美林大学大学院教授）
※「地域でともに暮らすための支えあい活動」
をテーマにしたパネルディスカッションもあ
ります。　◎入場無料。申込不要

 名張市社会福祉協議会　  63‐1111

■ おはなしの国「おはなばたけ」
日時　毎月第3日曜日 午後2時～2時30分
■ おはなし会
日時　毎週土曜日 午後2時～2時30分
■ 赤ちゃんのためのおはなし会
日時　毎月第1木曜日 午前11時～11時15分
■ 絵ばなし「新なばりの昔話」
日時　毎月第2日曜日 午後2時～2時30分

図書館
※毎週月曜日、毎月最終火曜日休館
 図書館　  63‐3260



　2015年（平成 27年）11月 8日日　8

広告

平
成
26
年
度
決
算
【
11
月
22
日
日
発
行
】

次
号
予
告

広告

12月の相談 記載の電話番号は、問い合わせ先です。
開催場所(    )の連絡先とは限りません。

弁護士相談〔12月11日金午前10時～午後4時〕 　　　　　　　　　　　　　
─────────────────────
交通事故相談〔12月4日金・17日木 午後1時～3時〕
──────────────────────────────────
行政相談  〔12月17日木 午後1時～3時〕
──────────────────────────────────
司法書士相談〔12月18日金 午後1時～4時〕
───────────────────── 
行政書士相談〔12月24日木 午後1時～4時〕
────────────────────────                          
市民・多重債務相談 ※申込不要〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　   　　　
───────────────────────────────────
法テラス法律相談〔12月24日木 午後1時～午後4時〕所市役所   0503383‐5470  
───────────────────────────────────
           〔12月8日火 午前10時～午後3時・15日火 午後1時30分～4時〕
───────────────────────────────────
介護相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕     地域包括支援センター  63‐7833
　　　　　◎各地域の「まちの保健室」でも相談を実施。詳しくは地域包括支援センターへ
───────────────────────────────────
障害者福祉相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕  地域包括支援センター  63‐7833
───────────────────────────────────
年金相談〔12月8日火 ・22日火午前10時～午後2時45分〕 　アスピア  059‐228‐9112
───────────────────────────────────
女性弁護士法律相談 ※要予約〔12月4日金 午前10時～正午、午後1時～3時〕
───────────────────────────────　　　　
　　   　　　〔第1・3週  木・金・土曜日 午後2時～7時〕
女性相談　───────────────────
　　　　　　〔第2・4週  水・木・金曜日 午後2時～7時〕
───────────────────────────────
男性のための相談 〔12月10日木 午後7時～9時〕　
──────────────────────
メンタルヘルス相談  ※要予約〔12月17日木午前10時～正午・22日火 午後1時～5時〕
───────────────────────────────────
若者就職相談（いが若者サポートステーション）   ※要予約〔平日 午前10時～午後4時〕　　所  アスピア  22‐0039
───────────────────────────────────
職業相談（ハローワークプラザ名張）〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕所 ふれあい  63‐0900
───────────────────────────────────
就農相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕※要予約
───────────────────────────────────
女性DV相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　※まず電話でご相談を
───────────────────────────────────
家庭児童相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕
───────────────────────────────────
育児相談〔火～土曜日 午前9時30分～午後5時（日・月曜日、祝日は休館）〕
　　　　　　こども支援センターかがやき（桔梗が丘西3） 　67‐0250
───────────────────────────────────
母子家庭相談〔平日（水曜以外） 午前10時～午後5時〕　　　子ども家庭室  63‐7594───────────────────────────────────
子ども相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　 ふれあい相談室  63‐3118───────────────────────────────────
不登校相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　適応指導教室(百合が丘西）  63‐7830───────────────────────────────────
教育よろず相談〔月～土曜日 午前8時30分～午後5時15分〕    教育センター   64‐8801───────────────────────────────────
青少年悩み相談〔平日 午前9時～午後5時〕　　青少年補導センター(百合が丘西）  63‐7867───────────────────────────────────
子どもの発達相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　子ども発達支援センター  62‐1088───────────────────────────────────
乳幼児健康相談〔12月2日水 午前9時30分～11時受付〕     　                保健センター  63‐6970───────────────────────────────────
食生活・健康相談〔12月1日火 午前9時～11時〕※要予約      健康支援室  63‐6970───────────────────────────────────
がん・難病相談〔12月19日土 午後1時～4時〕　　　               勤労者福祉会館   63‐5515───────────────────────────────────
在宅医療相談〔平日午前9時～午後5時〕　　　        在宅医療支援センター  48‐7840

     男女共同参画センター
     63‐5336

ふれあい相談室　 63‐2515

  農業支援センター 63‐7625 
　 63‐2517

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

    人権センター  63‐7909人権相談 所

申込受付は、11月20日金 
午前8時30分から。先着順

総合窓口センター
　  63‐7416

所

ダ
ム
堰
堤 天王

大橋

ダ
ム
堰
堤

大会
本部

大会
本部

天王
大橋

国道 368号

迂
回
路

至 

国
道
１
６
５
号

横矢
橋

横矢
橋

名張ひなち湖紅葉マラソン大会に伴う交通規制

午前 8時～午後 1時
　比奈知ダム堰堤～ひなち湖左岸
　道路（迂回道路なし）
午前 10時 40分～11時 30分
　国道 368号・天王大橋～横矢橋
　（迂回道路は右岸市道）

えんてい

【通行止め区間】

ひなち湖ひなち湖

 　名張市体育協会（武道交流館いきいき内） 　 62‐4141

開催日 11月15日日

新成人の皆さんへ
成人式は 1月 10日日です

日時　平成28年1月10日日 午後0時30分受付開始。午後1時～
場所　アドバンスコープADSホール（松崎町）
対象　11月30日現在、名張市に住民登録がある平成7年4月2日～平成8年
4月1日生まれの人　◎12月中旬に入場券を送付。市外に住民登録がある
人が出席を希望する場合は、12月11日金までに、電話で問い合わせ先へ

 文化生涯学習室　  63‐7892

全
国
的
な
問
題

全
国
的
な
問
題

人
口
減
少
時
代
の
到
来

人
口
減
少
時
代
の
到
来

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ

る
本
市
の
将
来
の
人
口
推
計
で
は
、
平
成
52

年
に
現
在
か
ら
25
％
減
の
約
６
万
に
な
り
、

65
歳
以
上
の
人
口
割
合
は
約
４
割
を
占
め
る

こ
と
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
、民
間
有
識
者
で
つ
く
る
「
日

本
創
成
会
議
」
は
、
全
国
の
約
半
数
の
市
町

村
が
、
将
来
的
に
消
滅
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

の
推
計
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
あ
く
ま
で
も
推
計
値
で
あ
り
ま
す
が
、
日

本
の
人
口
減
少
は
、
今
後
加
速
度
的
に
進
む

と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
は
、
消
費
・
経
済

力
が
低
下
し
、
経
済
社
会
に
対
し
て
大
き
な

重
荷
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
単
身
高
齢
者
の

増
加
や
核
家
族
化
も
進
み
、
防
災
、
福
祉
な

ど
地
域
を
取
り
巻
く
課
題
も
よ
り
複
雑
・
多

様
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

活
力
あ
る
社
会
を
維
持
す
る

活
力
あ
る
社
会
を
維
持
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
は
地
方
創
生

キ
ー
ワ
ー
ド
は
地
方
創
生

　
人
口
減
少
の
問
題
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て

状
況
や
原
因
が
異
な
り
ま
す
。
本
市
の
場
合
、

大
規
模
な
住
宅
開
発
に
伴
い
、
同
世
代
が
同

時
期
に
転
入
さ
れ
人
口
が
急
増
し
ま
し
た
。

増
え
続
け
た
人
口
が
減
少
に
転
じ
た
こ
と
や

同
時
期
に
転
入
さ
れ
た
世
代
が
老
年
期
に
順

次
入
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
は
急
激
に

高
齢
化
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
口
動
向
や
将
来
人
口
の
推

計
を
見
据
え
、
自
治
体
の
特
性
に
応
じ
た
課

題
の
解
決
が
必
要
で
す
。

　
国
は
、
地
方
か
ら
東
京
圏
へ
の
人
口
流
出

に
歯
止
め
を
掛
け
、「
東
京
一
極
集
中
」
を

是
正
す
る
た
め
「
し
ご
と
の
創
生
」
と
「
ひ

と
の
創
生
」
の
好
循
環
を
確
立
し
、
そ
の
好

循
環
を
支
え
る
「
ま
ち
」
に
活
力
を
取
り
戻

す
こ
と
を
目
指
し
た
「
地
方
創
生
」
を
本
格

的
に
始
動
さ
せ
ま
し
た
。

　

国
の
方
針
を
受
け
、
本
市
で
は
、「
定
住

人
口
減
少
の
抑
制
」
と
「
交
流
人
口
拡
大
の

促
進
」
を
目
指
し
、
地
方
創
生
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

ケータイ

発行／名張市企画財政部
広報対話室　〒518-049

2 名張市鴻之台1-1　   
  0595－63－7402　　 

 pr@city.nabari.mie.jp
　  http://www.city.n

abari.lg.jp　

報広
容

な内主

市政と暮らしを結ぶ情報紙 6－1号 No.1101
毎月第２・４日曜日発行

2015年（平成27年） 　6月
14日日発行

3……名張市プレミアム付
商品券販売、男女共同参画

週間

6……特定健診・特定健診
プラス、後期高齢者健診

7……施設ガイド            
8……7月の相談、6月は環

境月間

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生 

総
合
戦
略
（
素
案
）
に
つ
づ
く

　国は、抜本的な少子化対
策を行い、若者の都市部へ

の流出を食い止め、それぞ
れの地域

で働き、子育てを行い、次
代につないでいく重要性を

示しました。まさに取組の
主役は、

地方であります。「まち・ひ
と・しごと創生法」の成立

を追い風に、迫りくる人口
減少や

少子高齢化に立ち向かい地
域の活力を創生するため、

名張らしさを生かした魅力
あるまち

づくりが必要です。その前
提にあるのが人づくりです

。今後も市民が主役のまち
づくりを

進めながら、オール名張で取
り組んでいきたいと思います

。

地域の活力を創生するため
、オール名張で取り組みま

す。

名張市長　亀井 利克

人口減少を克服する人口減少を克服する　　

地方地方創創生生
日本の人口減少は、今後加

速度的に進むと予測さされま
す。れます。

国は、人口減少を克服し、
活力ある社会を維持するた

め、するため、東京一極集中を東京一極集中を

是正し、それぞれの地方が
潤いのある豊かな生活を営

むことができる社会の

是正し、それぞれの地方が
潤いのある豊かな生活を営

むことができる社会の

形成などを目指す「まち・
ひと・しごと創生法」を制

定しました。
形成などを目指す「まち・

ひと・しごと創生法」を制
定しました。

今号では、名張市の「地方
創生」に向けた取組を説明

します。
今号では、名張市の「地方

創生」に向けた取組を説明
します。

 　  総合企画政策室　  63‐7389　
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22年
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０～14歳
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15～64歳
51.3％

65歳以上
39.2％

平成
52年
推計

 昭和 30年～平成 52年（
25年後）名張市人口の推移

平成 22年と平成 52年 ( 推
計）の名張市の人口比率

平成52年の推計値は国立
社会保障・

人口問題研究所のデータよ
り算出

「広報なばり」は、次号から
自宅のポストに届きます！  広報対話室

　  63‐7402

　「広報なばり」は、次号（11月 22日日）発行
分から、配布方法をポスティングによる市内全
域各戸配布に切り替え、皆さんのご自宅にお届
けします（配布事業者：シルバー人材センター）。

※発行日 4日前から発行日の間に配布します。順次自※発行日 4日前から発行日の間に配布します。順次自
宅のポストに配布します。同じ地域でも若干の差が宅のポストに配布します。同じ地域でも若干の差が
ありますが、ご了承ください。ありますが、ご了承ください。

名
張
育
成
園
ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト　

日
時　

11
月
28
日
土 

午
後
3
時
30
分
〜
6
時
30
分　

場
所　

名
張
育
成
園
（
美
旗
中
村
）　

内
容　

▼
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
（
ジ
ャ
ス
パ
ー
滝
口
）

▼
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
（
ベ
ル
ソ
ワ
ー
ベ
）　

▼
コ
ー
ラ
ス
（
つ
ぼ
み
）　

▼
飲
食
販
売
な
ど　

◎
参
加
無
料
。
申
込
不
要　

 

名
張
育
成
会　

 

65
‐
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平成 28年 3月 31日木で
伊賀南部中継所（下比奈知）が閉鎖となります

　現在、伊賀南部クリーンセンター（伊賀市奥鹿野）以外で、家庭ご
みなどの受付を行っている伊賀南部中継所
（下比奈知）は、平成28年3月31日木で閉
鎖となります。
　平成28年4月以降は、伊賀南部クリーンセ
ンターのみの受付となりますので、ご理解
ご協力いただきますようお願いします。

 伊賀南部環境衛生組合　  53‐1120

青蓮寺ダム青蓮寺ダム

（下比奈知737）

つつじが丘

春日丘

つつじが丘

春日丘

市役所

GS

Ｒ165号銀行

中継所

（下比奈知737）
中継所

日時　11 月 30日月　 ▼午前の部 10 時 30分～ 11時 30分
　　　　　　　　　　  ▼午後の部 1 時～ 2時 30分
場所　こども支援センターかがやき（桔梗が丘西 3）
講師　平林 智子さん（滋賀わらべの会代表）
対象／定員　▼午前の部：子育て中の保護者／ 10組（8カ月までの乳
児と保護者）　▼午後の部：子育て支援者／ 30人

申込　11月 10日火から 19日木までに、開館時間内（午前 9時 30分
～午後 5時）に電話で問い合わせ先へ　　◎託児なし。参加無料

 こども支援センターかがやき（日・月曜日、祝日は休館）
　  67‐0250

わらべうたは子育ての知恵
子育て講演会の開催

※各専門相談は、年度ごとで
それぞれ1回限り
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